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※ご応募いただく際お預かりする個人情報は、掲載させていただいた方への図書カードの送付の
　ために利用させていただきます。

住所、氏名、電話番号、撮影年月日、撮影場所、写真の簡単な説明を記入したメモを必ず添えて、表紙裏面に
記載の住所あてに郵送、あるいは協会までご持参ください。写真はつちおと掲載後に返却いたします。 

つちおとの表紙を飾る写真つちおとの表紙を飾る写真 ◆テーマ・題材◆静岡県内の明治・大正・昭和期の建設工事関連写真

掲載の方には
2,000円分の
図書カード
進呈!

磐田市社山（旧豊岡村）　社山隧道

太田川・原野谷川流域の人々は、何百年もの間洪水や旱魃による被害に苦しめられてきました。
天保年間に幕府普請役の犬塚祐一郎は、磐田原最北端の社山に隧道を通して天竜川の豊水を引
き入れ、磐南地方一帯の灌漑を図ることを考えました。実現に150年の歳月を要した壮大な事業
であり、今なおこの恩恵の上に私たちの生活は成り立っています。

『磐田の記録写真集』より引用

『昭和 10 年　社山隧道　寺谷用水組合関係者視察』

『平野高光家所蔵写真』
やしろ   やま

かん  がい

かん  ばつ
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御厨駅（みくりやえき）は、袋井駅から4.6km、磐田駅から3.2kmの、磐田市鎌田地内にあります。上下線の線路
を挟むようにホームを設置。線路をまたいでホーム上に駅舎を造る橋上駅になります。東海旅客鉄道（JR東海）東
海道本線の駅です。
地元の要望で設置が決まった「請願駅」で、駅周辺には、ヤマハ発動機などの企業や、プロサッカークラブ「ジュ

ビロ磐田」のホームスタジアムである「ヤマハスタジアム」があります。東海道本線の静岡県内区間での駅新設は、
愛野駅以来19年ぶりとなります。

昭和 62年 磐田市東部4地区住民7,455人の署名による新駅設置の請願
  新駅設置の請願を磐田市議会が採択
昭和 63年 JR東海（静岡支社）へ新駅設置要望書を提出
平成 2年 JR東海（名古屋本社）へ新駅設置要望書を提出
平成 4年 磐田市東部土地区画整理組合　設立
平成 6年 新駅計画推進に関わる『基本方針』をJR東海と締結
平成 7年 磐田市新貝土地区画整理組合　設立
平成 19年 磐田市東部土地区画整理組合　事業完成により解散
平成 21年 磐田市鎌田第一土地区画整理組合　設立
平成 22年 新駅及び自由通路設置に係る調査設計の協定締結
平成 24年 新駅等設置に関する修正設計の協定締結
平成 26年 （都）磐田新駅南北連絡線：自由通路　都市計画決定　都市計画事業認可
  新駅等に係る工事協定をJR東海、磐田市新貝土地区画整理組合及び磐田市鎌田第一土地 
  区画整理組合と締結
平成 27年 工事着手に向けた各種申請、実施設計等
平成 28年 起工式、土木・建築工事着手
  擁壁設置・造成工事、基礎杭打設工事等
平成 29年 擁壁設置・造成工事、ホーム構築、基礎杭打設工事等
平成 30年 擁壁設置・造成工事、ホーム構築、鉄骨建方工事等
令和 元年 造成工事、ホーム構築、外装・内装・設備設置工事等
令和 2年3月14日 開業

令和2年3月開業　磐田新駅「御厨駅」

平成28年8月 平成29年7月

平成31年3月 令和2年3月

御厨駅ができるまで

施設概要
●駅　舎
　形　式 橋上駅
 （東海道新幹線上空、東海道本線上空を自由通路で結び、駅舎は橋上に設置）
　構　造 鉄骨造2階建て
　床面積 約730㎡
　その他 トイレ（男・女・多機能）、エレベーター2基（上り線1基、下り線1基）駅務室、販売コーナー　など
●ホーム
　形　式 2面2線（上り1面1線、下り1面1線）の相対式
　延　長 約200m（上り線、下り線とも）：10両編成に対応
　幅　員 約2～5m
●自由通路　歩行者専用道路
　延　長 約90m（階段を除く）
　幅　員 3.5～4.5m
　その他 エレベーター3基
 （北口1基、西口（中間部）1基、南口1基）
 【参考】自由通路は、磐田新駅南北連絡線
 （L＝130.6m、W＝4.0m）
 として都市計画決定をしています。

　　　令和2年3月開業

磐田新駅「御厨駅」
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菊川市役所庁舎東館「プラザ きくる」はＪＲ菊川駅南側のにぎわいを創出し、地域のコミュニティ活動の拠点として令和2年3月にオープンしました。施設
は３階建てとなっており、ガラス張りの広い開口部や２階のオープンテラスが特徴的。１階は町部地区センター、２階は市地域支援課や市民協働センター、
多目的エリア、３階には広い会議室が整備されています。基本方針に沿った親しみやすい建物とするために、形状を緩やかな曲線にして、街創りの「輪=
和」をイメージした外観としています。

菊川市役所庁舎東館「プラザ きくる」

中
東
遠
の

　 

　
神
社
を
訪
れ
る

中
東
遠
の

　 

　
神
社
を
訪
れ
る7

・菊川市のシンボルとして市民に愛される菊川らしい外観
・市民が集いにぎわいの場となる多目的エリアにふさわしい空間デザイン
・市民活動の活性化と市民協働の推進にふさわしい空間デザイン

・地域のコミュニティ活動に配慮した施設配置
・複合施設が持つ特殊性を考慮した施設・設備の配置、敷地の利用

遠
江
国
一
の
宮

事
任
八
幡
宮

遠
江
国
一
の
宮

事
任
八
幡
宮

事
任
八
幡
宮
御
祭
神

事
任
八
幡
宮
御
祭
神

己
等
乃
麻
知
比
売
命（
こ
と
の
ま
ち
ひ
め
の
み
こ
と
）

息
長
帯
比
売
命（
お
き
な
が
た
ら
し
ひ
め
の
み
こ
と
、神
功
皇
后
）

誉
田
別
命（
ほ
む
だ
わ
け
の
み
こ
と
、応
神
天
皇
）

玉
依
比
売
命（
た
ま
よ
り
ひ
め
の
み
こ
と
）

事
任
八
幡
宮
例
大
祭

事
任
八
幡
宮
例
大
祭

御
由
緒

御
由
緒

創
建
年
代
は
不
詳
で
す
が
、成
務
天
皇
の
御
代（
一
九
〇

年
頃
）に
ご
鎮
座
さ
れ
、
大
同
二
年（
八
〇
七
年
）坂
上
田

村
麻
呂
東
征
の
際
に
桓
武
天
皇
の
勅
を
奉
じ
、
本
宮
山
よ

り
現
在
の
地
に
ご
遷
宮
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
当
社
は
東
海
道
筋
の
難
所
で
あ
る
佐
夜
の
中
山
の
手

前
に
鎮
座
す
る
こ
と
か
ら
和
歌
も
多
く
詠
ま
れ「
十
六
夜

日
記
」「
東
関
紀
行
」「
岡
部
日
記
」
等
多
く
の
紀
行
文
に

も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

遠
州
の
秋
祭
り
は
日
坂
か
ら
始
ま
り
、
森
で
終
わ
る
と

言
わ
れ
る
通
り
、
遠
州
に
秋
を
告
げ
る
祭
り
で
、
毎
年
九

月
に
三
日
間
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
祭
が
行
わ
れ
る
と
共
に

各
町
の
屋
台
が
神
社
に
集
結
し
、
大
笛
祭
が
催
さ
れ
祭
囃

子
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。 

大
笛
祭
で
は
、各
町
内（
八
町
）が

順
に
笛
や
太
鼓
、踊
り
な
ど
お
囃
子
を
披
露
し
ま
す
。

ご
神
木
の
大
杉
は
、坂
上
田
村
麻
呂
が
植
樹
し
た
と
伝

え
ら
れ
、県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
樹
齢

推
定
千
年
と
い
わ
れ
、樹
高
35
㍍
、目
通
り
幹
囲 
6．5
㍍
。

ま
っ
す
ぐ
と
天
に
向
か
っ
て
伸
び
て
い
く
雄
姿
は
、
私
た

ち
に
力
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

境
内
で
ひ
と
際
存
在
感
の
あ
る
大
楠
も
掛
川
市
の
指
定

文
化
財
に
な
っ
て
お
り
樹
齢
推
定
六
百
年
と
い
う
大
木
。

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
も
呼
ば
れ
、
大
楠
の
幹
に
触
れ
て
い

る
人
た
ち
が
多
く
い
ま
す
。

第
七
回
は
、掛
川
市
八
坂
に
あ
る「
事
任
八
幡
宮
」を
紹
介
し
ま
す
。

古
く
か
ら「
事
の
ま
ま
に
願
い
が
叶
う
」と
言
わ
れ『
枕
草
子
』に
も
登
場

し
た
ほ
ど
。数
奇
な
歴
史
を
辿
り
、近
年
で
は
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。

御
神
木
の
大
杉
様
と
大
楠

御
神
木
の
大
杉
様
と
大
楠

摂
社
と
し
て
天
照
大
神
な
ど
を

お
祀
り
す
る
五
社
神
社
・
稲
荷
神

社
・
金
刀
比
羅
神
社
・
カ
ヤ
と
ア
ラ

カ
シ
に
抱
か
れ
た
石
が
お
祀
り
さ

れ
て
い
る
「
む
す
び
の
神
」と
さ
ら

に
本
宮
に
は
「
こ
と
だ
ま
の
杜
」
も

あ
り
神
秘
的
な
雰
囲
気
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。本

宮
へ
行
く
際
に
は
社
務
所
に「
ふ
く
の
か
み
」と
言
わ
れ
る

白
い
紙
を
一
枚
手
に
取
り
二
七
〇
段
程
の
階
段
を
登
り
ま

す
。
本
宮
の
社
を
囲
む
よ
う
に
敷
き
詰

め
ら
れ
て
い
る
白
い
石
を
、
一
つ
目
は
神

様
の
こ
と
を
思
い
な
が
ら
、二
つ
目
は
み

ん
な
の
こ
と
を
思
い
な
が
ら
、
三
つ
目
は

自
分
の
こ
と
を
思
い
な
が
ら
、心
を
込
め

て
キ
レ
イ
に
磨
き
「
拭
く
」
こ
と
で

「
福
」
を
授
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ふ
く
の
か
み

ふ
く
の
か
み

工事名称： 平成30年度　合併特例債事業　菊川市役所庁舎東館新築工事
工事場所： 菊川市堀之内61番地
発 注 者： 菊川市長　太田順一
工　　期： 平成30年12月～令和元年12月
面　　積： 敷地面積1431.31㎡　　建築面積705.45㎡　　延べ面積：1669.66㎡
構　　造： [構造]鉄骨造　地上3階建て　　[高さ]12.92ｍ　　[基礎]直接基礎
主 要 室： 1Ｆ　多目的室、調理室、和室、事務室等
 2Ｆ　多目的エリア(予約スペース、フリースペース)、市民協働センター　地域支援課・テラス・授乳室
 3Ｆ　大会議室、ラウンジ
設計監理： 株式会社　内藤建築事務所静岡事務所
施 工 者： 建築工事　若杉・落合特定ＪＶ　　電気設備工事　土井電気工事株式会社　　機械設備工事　日管株式会社掛川支店

2F　オープンテラス 1F　和室 2F　市民協働センター 2F　地域支援課

3F 大会議室

2Ｆ 多目的エリア

1Ｆ 調理室

工 

事 

概 

要

【基本方針】

主
祭
神

八
幡
大
神

こ
と
の
ま
ま 

は
ち
ま
ん
ぐ
う

こ
と
の
ま
ま 

は
ち
ま
ん
ぐ
う
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協
会
活
動
報
告

総
　会

そ
の
4 

降
水
確
率
0
%
で
も
雨
が
降
る
！？

降
水
確
率
は
0
%

を「
ゼ
ロ
」で
は
な
く

「
レ
イ
」パ
ー
セ
ン
ト

と
呼
び
ま
す
。こ
れ

は
、ゼ
ロ
が「
全
く
な

に
も
な
い
」と
い
う
意
味
に
対
し
、レ
イ
に
は「
極

め
て
小
さ
い
、わ
ず
か
な
」と
い
う
意
味
が
あ
り
、

天
気
予
報
で
は
降
水
確
率
5
%
未
満
を
0
%
と

表
示
し
て
い
る
た
め
。も
し
、降
水
確
率
が
0
%

で
雨
が
降
っ
て
も
天
気
予
報
が
ハ
ズ
レ
と
は
言

え
な
い
よ
う
で
す
ね
。

そ
の
5 

北
極
と
南
極
、寒
い
の
は
ど
っ
ち
？

冬
の
平
均
気
温
は
北
極
が
マ
イ
ナ
ス
20
度
〜

30
度
で
す
が
、南
極
は
マ
イ
ナ
ス
30
度
〜
50
度
。

南
極
の
方
が
寒
い
の
で
す
。そ

の
理
由
は
南
極
が
大
陸
上
に

あ
る
の
に
対
し
、北
極
は
海
の

上
に
あ
る
か
ら
。南
極
で
は
二

〇
一
〇
年
八
月
に
、世
界
最
低

気
温
の
マ
イ
ナ
ス
9
3
、2
度

が
記
録
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
6 

ラ
ッ
コ
の
こ
だ
わ
り
は
料
理
人
並
み
！

ラ
ッ
コ
と
い
え
ば
石
で
貝
を
叩
き
割
っ
て
食
べ

る
し
ぐ
さ
が
有
名
で
す
よ
ね
。実
は
ラ
ッ
コ
は
一

頭
ず
つ
お
気
に
入
り
の
石
を
持
っ
て
い
て
、大
切

に
使
い
続
け
る
の
だ
そ
う
。食

事
後
、お
気
に
入
り
の
石
は
脇

の
下
の
皮
膚
が
た
る
ん
で
で
き

た『
ポ
ケ
ッ
ト
』に
き
ち
ん
と
し

ま
う
ん
だ
と
か
。ひ
と
つ
の
道

具
を
長
く
大
切
に
使
い
続
け

る
な
ん
て
、料
理
人
も
ビ
ッ
ク

リ
で
す
ね
。

ち
ょっ
と
し
た
小
話

ち
ょっ
と
し
た
小
話

５
／
20（
水
）　

令
和
2
年
度 （
一
社
）袋
井
建
設
業
協
会
定
時
総
会

●
平
成
31
年
度
決
算
の
承
認

●
役
員
の
選
任

●
報
告
事
項（
平
成
31
年
度
事
業
報
告
、令
和
2
年
度

　
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
）

令
和
2
年
度 

袋
井
地
区
建
設
事
業
協
同
組
合

　
通
常
総
会

●
平
成
31
年
度
決
算
の
承
認

●
役
員
の
選
任

●
報
告
事
項

　・平
成
31
年
度
事
業
報
告

　・令
和
2
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

令
和
2
年
度 

建
災
防
静
岡
県
支
部
袋
井
分
会

　
通
常
総
会

●
平
成
31
年
度
決
算
の
承
認

●
報
告
事
項

　・平
成
31
年
度
事
業
報
告

　・令
和
2
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

　・令
和
2
年
度・3
年
度
役
員

委
員
会
等
報
告

表
彰

そ
の
他
の
表
彰

■
正
副
会
長
会
議

3
／
24（
火
）第
12
回 

正
副
会
長
会
議（
平
成
31
年
度
）

平
成
31
年
度 

第
8
回
理
事
会
上
程
議
案・報
告
事
項

4
／
7（
火
）第
1
回 

正
副
会
長
会
議

県
発
注
機
関
及
び
磐
田
労
基
署
へ
の
挨
拶・情
報
交
換

5
／
18（
月
）第
2
回 

正
副
会
長
会
議

令
和
2
年
度
総
会
進
行
等
事
前
打
合
せ

6
／
15（
月
）第
3
回 

正
副
会
長
会
議

第
３
回
理
事
会
協
議
事
項

■
総
務
委
員
会

3
／
30（
月
）

第
10
回
献
血
活
動（
袋
井
建
設
業
会
館
駐
車
場
）　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
献
血
者
18
名
】

4
／
23（
木
）第
1
回 

総
務
委
員
会

・袋
井
協
会
定
時
総
会
等
の
対
応
及
び
進
行

・袋
井
協
会
定
時
総
会
等
の
上
程
議
案
及
び
報
告
事
項

・会
員
研
修
事
業
実
施
の
可
否

■
安
全
委
員
会

4
／
7（
火
）安
全
祈
願
祭（
小
國
神
社
）【
出
席
者
25
名
】

■
広
報
委
員
会

3
／
11（
水
）第
12
回 

広
報
委
員
会（
平
成
31
年
度
）

・会
報「
つ
ち
お
と
第
1
4
8
号
」の
校
正
及
び

 

令
和
2
年
度
発
行
計
画
等

4
／
1（
水
）

　・会
報「
つ
ち
お
と
第
1
4
8
号
」の
発
行

5
／
13（
水
）第
1
回 

広
報
委
員
会

　・会
報「
つ
ち
お
と
第
1
4
9
号
」の
編
集
計
画

5
／
26（
火
）静
岡
理
工
科
大
学
取
材

　・取
材
内
容
：
土
木
工
学
科
の
新
設

6
／
17（
水
）第
2
回 

広
報
委
員
会

　・会
報「
つ
ち
お
と
第
1
4
9
号
」の
編
集
会
議

■
技
術
委
員
会 

土
木
部
会

3
／
10（
火
）

第
3
回
土
木
部
会
、第
7
回
技
士
会
代
議
員
会
合
同

会
議（
平
成
31
年
度
）

（
平
成
31
年
度
事
業
報
告
、令
和
2
年
度
事
業
計
画
）

3
／
23（
月
）

入
札
契
約
制
度
改
定
等
説
明
会
開
催【
参
加
者
53
名
】

・休
日
確
保
型
入
札
の
本
格
施
行
　

・総
合
評
価
落
札
方
式
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
変
更
概
要

・設
計
単
価
端
数
処
理
の
規
定
変
更

■
技
術
委
員
会 

Ｉ
Ｔ
対
策
部
会 

4
／
30（
木
）第
1
回 

Ｉ
Ｔ
対
策
部
会

・令
和
2
年
度 

事
業
計
画
に
つ
い
て

6
／
12（
金
）第
2
回 

Ｉ
Ｔ
対
策
部
会

・第
1
回・第
2
回
I
T
講
習
会
内
容
等
検
討

■
環
境・災
害
対
策
委
員
会

・防
災
用
小
型
Ｉ
Ｐ
通
信
機
送
受
信
訓
練

（
4
月
21
日
、5
月
14
日・18
日
、6
月
4
日・8
日・25
日
）

令
和
2
年
3
月
〜
6
月

野口 博 学長

広報委員

by M.S

理
事
会

３
／
24（
火
）平
成
31
年
度 

第
8
回
理
事
会

●
令
和
2
年
度
袋
井
建
設
業
協
会
事
業
計
画
及
び
収
支

　
予
算
の
承
認

●
令
和
2
年
度
袋
井
地
区
建
設
事
業
協
働
組
合
事
業
計

　
画
及
び
収
支
予
算
の
承
認

●
令
和
2
年
度
建
設
業
労
働
災
害
静
岡
県
支
部
袋
井
分

　
会
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
の
承
認

●
新
理
事
、監
事
及
び
委
員
会
委
員
長
候
補
者
等
の
承
認

●
県
協
会
役
員
候
補
者
等
の
選
任
及
び
報
告

●
静
岡
県
優
秀
施
工
者
知
事
表
彰
候
補
者
の
推
薦

●
第
11
回
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
の
開
催

●
第
11
回
献
血
活
動
の
実
施
　

●
平
成
31
年
度
袋
井
建
設
業
協
会
、袋
井
地
区
建
設
事

　
業
協
働
組
合
及
び
建
設
業
労
働
災
害
静
岡
県
支
部
袋

　
井
分
会
の
決
算
見
込
み

●
協
会
活
動
報
告（
正
副
会
長
職
執
務
執
行
状
況
）  

ほ
か

監
事
会

４
／
２１（
火
）平
成
31
年
度 

決
算
関
係
監
査

●
袋
井
建
設
業
協
会
、袋
井
地
区
建
設
事
業
協
同
組
合
、

　
建
災
防
静
岡
県
支
部
袋
井
分
会

6
／
15（
月
）令
和
2
年
度 

第
3
回
理
事
会

●
令
和
２
年
度
事
業
計
画
の
進
捗
及
び
見
直
し
等

４
／
27（
月
）令
和
2
年
度 
第
1
回
理
事
会

●
袋
井
協
会
定
時
総
会
等
の
対
応
及
び
進
行
の
確
認・決
定

●
袋
井
協
会
定
時
総
会
等
の
上
程
議
案
及
び
報
告
事
項

　
の
確
認・決
定

●
会
員
研
修
事
業
等
の
実
施・開
催
の
可
否

●
令
和
2
年
度
全
建
表
彰
者
の
報
告
　

●
委
員
長
報
告
　
ほ
か

５
／
20（
水
）令
和
2
年
度 

第
2
回
理
事
会

●
袋
井
協
会
相
談
役
、袋
井
地
区
建
設
事
業
協
働
組
合

　
理
事
長・副
理
事
長
等
の
選
任・決
定

6
／
2（
火
）

・家
畜
伝
染
病
防
疫
対
応
打
合
せ
会

 （
県
西
部
家
畜
保
健
衛
生
所
）

6
／
18（
木
）

 

第
1
回
環
境・災
害
対
策
委
員
会

・（一
社
）袋
井
建
設
業
協
会
地
震
等
災
害
対
応
計
画
の

策
定

■
各
種
研
修
会・講
習
会

4
／
17（
金
）

足
場
組
立
て
等
の
業
務
に
係
る
特
別
教
育【受

講
者
20
名
】

6
／
17（
水
）

建
設
業
等
に
お
け
る
熱
中
症
予
防
指
導
員・管
理
者
研
修

【
受
講
者
21
名
】

6
／
23（
火
）

刈
払
機
取
扱
い
作
業
者
に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育
　
 

【
受
講
者
10
名
】

6
／
24（
水
）〜
26（
金
）

地
山
の
掘
削
及
び
土
止
め
支
保
工
作
業
主
任
者
技
能        

講
習
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   【
受
講
者
15
名
】

■
そ
の
他
の
行
事

6
／
30（
火
）

　
Ｊ
Ｃ
Ｍ 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー

「
施
工
事
例
」か
ら
学
ぶ
現
場
の
創
意
工
夫

　
　
　  

　
　
　
　
　
　
　
　   

　 【
参
加
者
31
名
】

次
の
会
社・個
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。(

敬
称
略)

（
一
社
）全
国
建
設
業
協
会
長
表
彰
　
及
び

（
一
社
）静
岡
県
建
設
業
協
会
長
賞
表
彰

■(

一
社)

全
国
建
設
業
協
会
長
表
彰

2
条
3
号

多
年
に
わ
た
り
団
体
の
役
員・委
員
と
し
て
、建

設
業
の
健
全
な
発
展
に
尽
力

　
山
口
悦
男
 
㈱
ヤ
マ
グ
チ
 （
磐
田
市
）

２
条
4
号

多
年
に
わ
た
り
企
業
経
営
の
要
職
に
あ
り
、建
設

業
の
健
全
な
発
展
に
尽
力

　
小
原
光
司
 
㈱
小
原
組
 
（
菊
川
市
）

５
条

職
務
に
精
励
し
、勤
務
成
績
が
良
好

　
山
里
純
二
 
平
野
建
設
㈱
 （
磐
田
市
）

　
花
房
弘
告
 
㈱
ア
キ
ヤ
マ
 （
磐
田
市
）

　
村
松
代
志
郎
 ㈱
永
井
組
 
（
袋
井
市
）　
　

　
丸
山
ま
す
み
 ㈱
藤
本
組
 
（
掛
川
市
）

　
下
谷
満
理
子
 ㈱
若
杉
組
 
（
掛
川
市
）

2
条
3
号

永
年
に
わ
た
り
団
体
の
役
員・委
員
と
し
て
、建

設
業
の
健
全
な
発
展
に
尽
力

　
秋
山
萬
之
介
 ㈱
ア
キ
ヤ
マ
 （
磐
田
市
）

　
倉
見
正
一
 
倉
見
建
設
㈱
 （
森
　
町
）

4
条
3
号

会
員
相
互
の
倫
理
の
向
上
等
に
努
め
、健
全
な
建

設
業
の
発
展
の
た
め
に
そ
の
成
果
が
顕
著
な
会
員

　
菊
川
建
設
㈱
 
（
菊
川
市
）

　
中
山
建
設
㈱
 
（
掛
川
市
）

4
条
5
号

社
会
貢
献
活
動
等
に
努
め
、そ
の
功
績
が
顕
著

　
㈱
西
島
土
木
 
（
御
前
崎
市
）

５
条

職
務
に
精
励
し
、勤
務
成
績
が
良
好

　
鈴
木
賀
津
也
 
掛
川
土
建
㈱
 （
掛
川
市
）

　
平
尾
　
功
 

掛
川
土
建
㈱
 （
掛
川
市
）

　
後
藤
寿
仁
 

㈱
鈴
恭
組
 
（
磐
田
市
）

　
松
下
智
一
 

㈱
鈴
恭
組
 
（
磐
田
市
）

　
榛
葉
聡
志
 

丸
明
建
設
㈱
 （
袋
井
市
）

　
村
松
典
昭
 

丸
明
建
設
㈱
 （
袋
井
市
）

　
岡
村
勝
己
 

㈱
永
井
組
 
（
袋
井
市
）

◆
第
36
回
静
岡
県
建
設
業
協
会
建
設
も
の
創
り
大
賞

■(

一
社)

静
岡
県
建
設
業
協
会
長
賞
表
彰

建
築
部
門
　
優
良
賞（
Ａ
部
門
）

　
平
野
建
設
㈱
 （
磐
田
市
）

5
／
13（
水
）第
1
回 

安
全
委
員
会

・令
和
2
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

熱中症予防教育

刈払機取扱い教育

◆
春
の
褒
章
　
黄
綬
褒
章

多
年
に
わ
た
り
業
務
に
精
励
し
民
衆
の
模
範

　
中
村
嘉
宏
　
㈱
中
村
組
　（
浜
松
市：管
外
会
員
）

◆
令
和
２
年
度
静
岡
県
建
設
産
業
団
体
連
合
会
長
表
彰

会
員
団
体
等
の
役
員
と
し
て
尽
力
、建
設
産
業
の

改
善・発
展
に
顕
著
な
功
績

　
榑
林
眞
悟
　
㈱
榑
林
組
　（
掛
川
市
）

◆
令
和
２
年
度
静
岡
県
優
秀
施
工
者
知
事
表
彰

建
設
技
術・技
能
が
優
秀
で
工
事
実
績
を
有
し
、

建
設
現
場
従
事
者
の
模
範

　
鈴
木
良
治
　
㈱
ア
キ
ヤ
マ
　（
磐
田
市
）

　
池
野
之
啓
　
丸
明
建
設
㈱
　（
袋
井
市
）

◆
令
和
２
年
度
無
災
害
安
全
支
部
長
表
彰

　
建
災
防
静
岡
県
支
部
袋
井
分
会

令和2年8月1日発行令和2年8月1日発行
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会
報

発
行
●
一
般
社
団
法
人
 袋
井
建
設
業
協
会
〒
4
3
7
-0
0
2
4
 袋
井
市
三
門
町
1
1
-1
2
  TEL0

5
3
8
-4
2
-4
3
3
8

149
第

号

つちおとは、再生紙を使用しています。

http://w
w
w
.fukuroi-kenkyo.or.jp/

つちおとはインターネット上でもご覧いただけます。袋井建設業協会サイトのトップページ（http://www.fukuroi-kenkyo.or.jp）右メニューの「広報紙」をクリックしてください。

これいい～ねっ！ すぐ直そう！

高さ1.5ｍ未満の
法面に対し昇降設
備を設置し、安全
な作業通路が確
保できている。
安衛則第526条

仮設道路の路肩
表示が片側にしか
なされていない。
安衛則第540条

重機オペレーター
が、重機を離れる
際、重機停止措置
がしっかりなされ
ている。
安衛則第160条

規制看板が雑草
で見えにくくなっ
ている。（視認性
の確保不足）
安衛則第540条

体調チェックシー
トにより、現場で
の熱中症対策が
見える化されて
いる。

安全に昇降できな
い状態で、手摺り
の付いた作業通
路が確保されて
いない。
安衛則第556条

令和２年度『パトロール始めました！』 令和２年度『安全関係の講習会始めました！』

袋井建設業協会安全委員は、建災防袋井分会安全指導者として
活動しています。管内を４地区に分け、地区毎に年６回のパトロー
ルを実施予定です。

建災防袋井分会では、技能講習講師団講師に依る講習会を実施
しています。新型コロナウイルス感染症感染拡大防止の関係で当
初予定した講習会日程は一旦中止としましたが、三密を避け、換気
するなど感染防止対策を講じて講習会を９月まで開催します。

「地山の掘削及び土止め支保工作業主任者技能講習」の様子


